
報告第４４号                平成１５年１０月２３日承認  
 

教育文化部会図書分科会の事務事業調整方針について  
 
 教育文化部会図書分科会の事務事業調整方針について別冊のとおり本協議会

に報告し、その承認を求める。  
  平成１５年１０月２３日提出  
 

                 津地区合併協議会  
                     会長 近 藤 康 雄  



報告第４４号

津 地 区 合 併 協 議 会

協 議 会 報 告 項 目

教 育 文 化 部 会

図書分科会　１６-９



１回 ２回 ３回

16 - 9 - 1 9/13 10/2 協議会協議項目

16 - 9 - 2 7/17 7/30

16 - 9 - 3 7/17 9/13 10/2

16 - 9 - 4 7/17 7/30

16 - 9 - 5 9/13 10/2 協議会協議項目

16 - 9 - 6 7/17 7/30 協議会協議項目

16 - 9 - 7 7/17 7/30

16 - 9 - 8 7/17 7/30

16 - 9 - 9 7/17 7/30

16 - 9 - 10 7/17 7/30

16 - 9 - 11 7/17 7/30

16 - 9 - 12 7/17 7/30

16 - 9 - 13 9/13 10/2

16 - 9 - 14 9/13 10/2

項　　目　　一　　覧　　表

通　　　番 項　　　　　目　　　　　名
幹　事　会　提　案　日

幹事会確認日 備　　　　　考

図書館運営方法（開館時間・休館日・利用規則等）

図書館協議会等

図書館行事計画の作成

管理業務

館内サービス

館外サービス

資料購入・整理業務

郷土資料収集整理業務

図書館情報システム

図書館情報システムの更新

視聴覚サービス

書庫管理・廃棄

図書館広報

図書館建設及び改修計画等新規事業
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

関　係　項　目 分　   科　   会 図書分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 教育文化部会

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

図書館運営方法
（開館時間・休館
日・利用規則等）

※協議会協議項目

  昭和６２年８月に津市及び周辺
市町村が利用対象となる「津
リージョンプラザ」内に「広域図
書館」として開館し、運営の主体
は津市が行っている。

・利用資格　「津市」、「久居市」、
「安芸郡内の町村」、「三雲町を
除く一志郡内の町村」に在勤、
在住、在学の者。

　平成５年４月に開館

・利用資格　平成１４年５月から
「津市」「一志町」「嬉野町」の在
住者に拡大。

　昭和６２年１０月に開館

・利用資格　「河芸町」「津市」在
住、在勤者。

　平成９年４月に芸濃町総合文
化センター内に図書館を開館
し、運営主体は芸濃町である。

・利用資格　芸濃町に在住、在
勤の者。近隣の「津市」、「安芸
郡内の町村」、「亀山市」、「関
町」在住者など、広域で貸出を
行っている。

　平成６年８月１日に美里村文
化センター内の図書室として
オープン。

・利用資格　特定していない。

　平成８年７月「サンヒルズ安
濃」内にオープン。

・利用資格　特定していない。津
市ほか近隣市町村の利用は３
分の１を占めている。

　現在の実質登録者（過去１年
間に１冊でも貸出利用のあった
登録者）
　１８，７０８人（津市１６，４８６
人、その他１，７０９人）
　年間貸出冊数５１２，９８０冊
（平成１２年度実績）
　年間利用者数１３５，４９８人
　蔵書数約３０万冊
　中規模図書館
　（ＡＶ）　６，８００本

　平成１３年度の利用者数７９，
７８２人
　年間貸出冊数３０１，７６４冊
（平成１３年度実績）
　蔵書冊数１９０，８８８冊（平成１
４年度３月末現在）
　（ＡＶ）　４，３８０本

　現在年間利用者２４，７１２人
　貸出冊数９０，２５０冊
　蔵書冊数８６，０５４冊
　（ＡＶ）　９７４本

　現在の登録者４，６８７人
　年間貸出冊数５９，８０７冊（内
芸濃町３１，２０４冊、他市町村２
８，６０３冊）
　蔵書冊数約５万冊
　（ＡＶ）　６００本

　現在の登録者２，５００人（村外
を含む）
　年間貸出冊数４９，１３１冊（平
成１３年度実績）
　蔵書数約２．５万冊
　（ＡＶ）　８４０本

　１４年度末登録者数６，６８５人
（町外を含む）
　年間貸出冊数６４，６００冊
　蔵書数約８０，０００冊
  (内AV)　８８０本

・開館時間　午前９時～午後７時
（火曜日から金曜日）、～午後５
時（土、日曜日）
・休館日　月曜日、第３金曜日、
国民の祝日・休日、年末年始、
特別整理期間（現在１２日間程
度）

・開館時間　午前９時～午後６時
（月曜日・水曜日～金曜日）、午
前９時～午後５時（土・日曜日）
・休館日　火曜日、毎月最終木
曜日、国民の祝日、年末年始、
特別整理期間（６月下旬）

・開館時間　午前１０時～午後６
時
・休館日　月曜日、月末日、国民
の祝日・休日、年末年始、特別
整理期間

・開館時間　午前９時～午後５時
・休館日　月曜日（祝日にあたる
ときは、翌日の火曜日）・第３木
曜日・年末年始・特別整理期
間。なお、平成１４年４月から、
祝日開館を行っている。

・開室時間　午前９時～午後５時
・休館日　国民の祝日、年末年
始、特別整理期間（蔵書点検約
1週間）

　開館時間は午前10時から午後
６時
　休館日毎月１日、火曜日、年
末年始、特別整理期間

・ 職員構成
　正規職員９名（司書４名）、臨
時職員１４名（司書有資格者多
数）専門職採用あり。（H15.4.1）

・職員構成
　正規職員３名（有資格者２名）
嘱託職員３名（有資格者）臨時
職員４名（有資格者）専門職採
用はしていない。

・職員構成
　正規職員２名（有資格者１名）
臨時職員２名（有資格者１名）専
門職採用なし。

・職員構成
　館長１名（兼務）、臨時職員３
名（有資格者１名）、アルバイト
職員。専門職採用なし。

・職員構成
　館長１名（兼務）　図書館臨時
職員1名（有資格者）が中心とな
り、教育委員会の職員が補充し
ながら運営にあたっている。

・職員構成
　館長１名、正規職員（有資格）
１名は育休中 、臨時職員（有資
格）３名、育休代替（有資格）１
名、夏休みのみアルバイト職員
２名。専門職採用なし。
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容 １．

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況
調整の具体的内容

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町 美　杉　村

　平成６年に「サンデルタ香良
洲」内に「きらめき図書館」として
オープン。

・利用資格　特定していない。全
県下ＯＫ。

　町民の長年の要望であった一
志町立図書館は、平成９年７月
に地域福祉施設「とことめの里
一志」内に開館した。

・利用資格　一志町に在住、在
勤、在学の者。平成１４年５月か
らは広域貸出として、久居市・嬉
野町の住民にも貸出開始。

　白山町中央公民館にて図書
コーナーとして貸し出し業務を
行っている。
　平成１６年１１月からは、（仮
称）白山町総合文化センター内
に「うぐいす図書館」として開館。

　昭和５４年に美杉村総合開発
センター内に図書館を開館。

　平成１４年度の利用実績は入
館者数８０，９９９人
　貸出人数２６，８６４人
　貸出冊数９５，５９４冊
　蔵書冊数約７６,０００冊
　（ＡＶ無）

　現在、所蔵数約１，７００冊
　（ＡＶ無）
　平成１６年１１月図書館開館当
初は、蔵書35,000冊で、最終
100,000冊を予定（ＡＶ有）。

　現在約８，０００冊
　地域公民館ミニ図書２００冊×
７館＝１，４００冊
　移動図書館約６００冊
　（ＡＶ無）

・開館時間　午前１０時～午後６
時
・休館日　火曜日・毎月最終木
曜日・国民の祝日・年末年始・特
別整理期間

・開館時間　現在、午前8時30分
～午後5時（月曜日～金曜日）
・休館日　現在、土曜日、日曜
日、国民の祝日、年末年始
・新図書館開館後、開館時間は
午前１０時～午後７時（月～
金）、午前９時～午後５時（土・
日）、休館日については一志町
と同じ予定（ただし、休日は休
館、休館日が祝日の場合は休
館とする）。

・開館日　午前８時３０分～午後
４時３０分（月曜日～金曜日）
・休館日　１月１日から３日まで、
１２月２９日から３１日までと、土
曜日・日曜日・国民の祝日・休日

　平成１４年３月末現在
　登録者数４，００８人
　年間貸出数３９，９７６冊
　蔵書冊数（図書）３８，０６８冊
　（ＡＶ）１，１４５本

・開館時間　９：００～１７：００（夏
季７・８月は９：００～１８：００）
・休館日　火曜日・祝日（土日と
重なった場合は開館）・毎月末
日・特別整理期間（６月下旬）・
毎月末日、年末年始

・職員構成
　館長１名（兼務）、正規職員１
名（有資格者）、臨時職員３名
（有資格者）、専門職採用なし。

・職員構成
・新図書館開館に向けて、必要
人数を検討中。

・職員構成
　館長１名、正規職員１名（有資
格者）臨時職員１名、土日アル
バイト司書１名（２名とも無資格
者）。専門職採用なし。
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

関　係　項　目 分　   科　   会 図書分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 教育文化部会

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

図書館協議会等 　図書館法第十四条の規定に基
づき設置された協議会で、「図書
館の運営に関し館長の諮問に
応ずるとともに、図書館の行う図
書館奉仕につき、館長に対して
意見を述べる」ことを目的として
いる。
　現在、定数１０人以内、任期２
年、年３回の会議を開催してい
る（うち１回は他館視察等）。
・報酬額　8,800円
・委員構成
　学校関係者２名、社会教育関
係者２名、学識経験者２名

　同左

　現在、定数１０人以内、任期２
年、年２回の会議を開催してい
る（うち１回は他館視察）。
・報償額　6,900円
・委員構成
　学校関係代表２名、社会教育
関係団体３名、社会教育委員１
名、公民館運営審議会委員１
名、学識経験者３名（うち市議会
議員１名）

　同左

　久居市に同じ（年２回）
・報償額　6,900円
・委員構成
　学校関係者、社会教育関係
者、学識経験者

　同左

　現在、定数８人以内、任期２
年、年２回の会議を開催してい
る。
・報償額　6,900円
・委員構成
　学校関係者、社会教育関係
者、学識経験者

ー 　津市に同じ

　定数１０人以内、現在１０人、
任期１年。
・報償額　6,900円
・委員構成
　学校長２名、幼稚園長１名、Ｐ
ＴＡ会長１名、ボランティアグ
ループ１名、老人会長１名、利用
者４名　計１０名

管理業務 　予決算、人事管理、契約事
務、支払事務、広報、展示、協
議会の事務、文書の収受等、図
書館法第三条の範疇に入らない
業務を遂行している。

　予算・支払事務、職員管理業
務、広報活動等図書館法第三
条の範疇に入らない業務を遂行
している（施設の維持管理、修
繕業務等も含む）。

　図書館に関わる全ての管理業
務を行っている（施設の修繕、清
掃等も含む）。

　契約事務、広報、展示、協議
会の事務、文書の収受等、図書
館法第三条の範疇に入らない業
務を遂行している。
　なお、予決算、支払い事務は、
図書館で行っている。

　予決算、人事管理など図書館
として独立したものでなく、文化
センター管理費の中から管理業
務を行っている。

　文書収受事務、協議会事務、
図書館費予算執行事務等、図
書館法第三条の範疇に入らない
業務を遂行している（施設の維
持管理は、サンヒルズ安濃で一
括管理している）。

館内サービス

※協議会協議項目

・館内閲覧サービス
・視聴覚資料閲覧サービス
・レファレンスサービス
・文献複写サービス
・読書相談サービス

同左 同左 同左 同左 同左

　開館以来、様々な地域の要求
に根ざした行事として「おはなし
会」「映画会」「ビデオ講習会」
「図書館文学講座」「絵手紙講
座」「夏休み親子工作教室」「冬
休み人形劇大会」「各種展示」
等、図書館活動を展開してい
る。それらは年間行事計画とし
て図書館内で年度毎に検討して
いる。

　一般の方を対象とした年間行
事としては、「絵本原画展」「児童
文学講演会」、幼児対象「おはな
し会」、児童対象「出前おはなし
会」を実施している。また、駅前
図書館では毎月１回、親子を対
象にした「ちっちゃいおはなし会」
を開催している。
　２階展示ギャラリーの開放を
行っている。

　図書館行事として「おはなし
会」「古典文学講座」「図書館コ
ンサ－ト」等を行っている。
　郷土資料室を併設している関
係上、その他の資料展示を行っ
ている。

図書館行事計画の
作成

　開館以来、ボランティアグルー
プによる「おはなし会」、夏休み
「親子折り紙教室」を開催し、現
在まで続いている。
　図書館は、総合文化センター
の中にある複合施設であり、
様々な行事を展開していくの
は、公民館事業との兼ね合いも
ある。

　図書館行事として月1回2つの
ボランティアグループによる「お
はなし会」を開催している。

　図書館行事として　ボランティ
アグループやまびこ会による月
１回の「おはなし会」を開催し、絵
本の読み聞かせをしている。
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容

２．新たに制度を制定する（合併と同時）
３．新たに制度を制定する（合併と同時）
４．新市に移行後、速やかに調整する。（合併後１年程度）
５．

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況
調整の具体的内容

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町 美　杉　村

ー 　津市に同じ

　現在、定数１０人以内となって
おり、現在６人、任期２年、年３
回の会議を開催している（うち１
回は視察）。
・報償額　5,000円
・委員構成
　学識経験者２名、小中学校代
表１名、社会教育団体代表者１
名、社会教育委員１名、公民館
運営審議会委員１名

　図書館開館に向けて、平成１５
年６月に「(仮称）白山町総合文
化センター設立準備委員会」を
発足。開館後は、図書館協議会
として移行予定。設立準備委員
会の定数は１０名以内。任期は
答申をもって終了とする。ただ
し、公職の故をもって委員となっ
た者はその職のある期間とす
る。
・報酬額5,000円。
・委員構成
　学識経験者１名、教育委員長
１名、町議会代表１名、町民代
表４名　計７名

ー ・新市において新たに協議会を組織する。

　予決算、人事管理、契約事
務、支払事務、広報、展示、文
書の収受等、図書館法第三条
の範疇に入らない業務を遂行し
ている。

　予決算、人事管理、契約事
務、支払事務、広報、展示、協
議会の事務、文書の収受等であ
る。
　施設の維持管理（予算、修繕
等）は、複合施設のため「とこと
めの里一志」で一括して行って
いる。

　図書館に関わる全ての管理業
務を行う予定。

ー ・合併後の事務の取扱いは、津市の例により調整する。

同左 同左（ただし、視聴覚資料閲覧
サービスを除く）
・団体貸出サービス
・インターネット上での新聞記事
検索サービス

津市に同じ（予定） ・館内閲覧サービス
・文献複写サービス
・ビデオ資料閲覧サービス。

　図書館行事として年２回一般
向・児童向の「映画鑑賞会」、定
例の「お話会」「おりがみ教室」開
催している。

　図書館行事として、ボランティ
ア・職員による「おはなし会」を開
催、その他展示会、休館日に催
し物を行っている。

　図書館開館後は、「おはなし
会」、「講演会」、などを行う予
定。

・新市の事務取扱い要領に基づき、広報活動は統一して行っていくが、リーフレットの
作成等については各館個別に行っていく。
・「おはなし会」、「映画会」等の経費負担の少ない行事については、各館ごとに実施し
ていくが、「講演会・講座」等の予算措置の必要な事業については、年間行事予定計
画を作成し、実施していく。

ー
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

関　係　項　目 分　   科　   会 図書分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 教育文化部会

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

館外サービス

※協議会協議項目

・館外貸出サービス
・視聴覚資料貸出サービス
・相互貸借サービス
・予約・リクエストサービス
・団体貸出サービス
・インターネット検索サービス
・パンフレット、広報作成
・障害者への郵送貸出サービス

同左 　津市に同じ
　但し、ビデオの貸出は行ってい
ない。

・館外貸出サービス
・相互貸借サービス
・予約・リクエストサービス
・団体貸出サービス
・インターネット検索サービス
・パンフレット、広報作成」

　なお、視聴覚サービスの館外
貸出は、ソフト数が少なく、館外
貸出をすると館内で見てもらうの
に支障が出てくること、弁償の問
題などから、芸濃町では、館内
視聴のみ、行っている。
　なお、2001年４月から、ソフト
は、ＤＶＤを中心に購入してい
る。

・館外貸出サービス
・視聴覚資料貸出サービス
・相互貸借サービス
・予約・リクエストサービス
・団体貸出サービス
・パンフレット、広報作成

・図書館外貸出（ビデオを除く）
サービス
・相互貸借サービス
・予約リクエストサービス
・団体貸出サービス
・インターネット検索サービスの
実施

・広報掲載、ちらし作成

資料購入・整理業
務

・図書購入
　「昭和６１年４月１２日付津市図
書館の図書購入契約事務代行
について」（市長決済）及び「昭
和６１年４月１２日付津市図書館
の図書購入契約方法について」
（市長決済）に基づく。
　購入する資料の選定について
は図書館長が所管する「選書会
議」の議をへて図書館長が決済
している。
　購入先は、先の市長決済によ
り通常は「津市図書館納入組
合」から「定価内で図書の装備を
施して」購入しているが、資料収
集の性格上、他の業者からの購
入も一部存在する（自館装備）。

・図書の購入冊数
　通常年間約１万３千冊。

・図書購入
　見計らいによる選書会議を経
て、図書館長の決裁を得てい
る。
　購入先は、通常は「久居市書
籍納入組合」から「定価内で図
書の整備を施して」購入している
が、資料収集の性格上、他の業
者からの購入も一部存在する。

・図書の購入冊数
　通常年間約７千冊。資料購入
費は1,500万。

・図書購入
　図書館職員で検討され、町長
決裁により購入している。
　河芸町図書納入協力会をとお
し購入。

・図書の購入冊数
　通常年間４千冊（雑誌含む）。

・図書購入・選定
　図書館長が決済している。
　購入先は、町長決済により通
常は「芸濃町図書納入協力会」
から「定価内で図書の装備を施
して」購入しているが、資料収集
の性格上、他の業者からの購入
も一部存在する。

・図書の購入冊数
　通常年間約３千冊。

・図書購入
　図書館臨時職員（図書館司
書）が中心となって、教育委員会
の職員と協議しながらの購入し
ている。

・図書の購入冊数
　通常年間約２千冊。ビデオ100
本。

・図書購入
　主に、図書流通センターを経由
し、安濃町図書館納入協力会よ
り購入。
　図書館職員が選書し、金額に
より決済している。

・購入冊数
　年間５千冊程度。資料購入は
650万円。
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容
６．
７．新市に移行後、速やかに調整する。（合併と同時）

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況
調整の具体的内容

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町 美　杉　村

・館外貸出サービス
・視聴覚資料貸出サービス
・相互貸借サービス
・予約・リクエストサービス
・パンフレット、広報作成
・インターネット検索サービスは
未実施

・館外貸出サービス
・相互貸借サービス
・予約・リクエストサービス
・団体貸出サービス
・パンフレット、広報作成

・館外貸出サービス
・相互貸借サービス
・予約・リクエストサービス
・団体貸出サービス
・インターネット検索サービス
・パンフレット作成
・障害者への郵送貸出サービス

・館外貸出サービス
・ビデオ貸出サービス
・地域住民センターミニ図書サー
ビス

・図書購入
　選書はＴＯＲ発行の新刊全点
案内を中心に利用者の意見を
聞き司書が行っている。

・購入冊数
　年間資料費は５０万円(平成１
５年度当初)。年間３３０冊程度。

・図書の購入
　一志町会計規則等に基づき
「一志町立図書館図書納入組
合」より装備済みのものを定価
により購入している（一部例外あ
り）。
　選書についてはＴＲＣ（図書館
流通センター）発行の「新刊全点
案内」を中心に各職員の要望を
聞き、最終決済は館長が行って
いる。

・購入冊数
　平成１４年度資料費８００万
円。
　年間４，４００冊程度。

　図書購入については、ＴＲＣ
（図書館流通センター）より購入
予定。

・図書購入
　１年間３００，０００円。

・合併後、資料整理業務は速やかに統一するよう調整し、配架分類については、当分
の間、合併前の方法を継続するよう調整する。
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

関　係　項　目 分　   科　   会 図書分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 教育文化部会

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

郷土資料収集整理
業務

　郷土資料の収集に努め利用者
の資料要求に応えてきた。
　収集資料は大きく明治を境に
分け、明治以降の資料を「郷土
資料」とし、それ以前の資料を
「古文書」として取り扱いそれぞ
れ職員（臨時職員も含む）を配
置し収集・整理・保存している。
　取り分け「有造館文庫」「橋本
文庫」「稲垣文庫」「井田文庫」
「河辺家文書」等江戸期の貴重
な資料を保有しその保存と整理
に苦心している。
　また、現在「有造館文庫」の目
録編纂事業を開始しその途上に
ある。
　「郷土資料」ついても年々増加
する傾向にあり、その収集・整
理・提供にも努力している。

　「信藤家大庄屋文書」「引接寺
称名庵文庫」「箕浦家文書」につ
いて寄託を受け保管を行ってい
る。
　「郷土資料」については、久居
市の資料を中心に、県下の郷土
資料を中心に、県下の郷土資料
もあわせて収集している。

　図書館内に郷土資料室を併設
しているため、埋蔵文化財をは
じめ、民具、農具、漁具も保有し
ている。
　現在未整理。町史編纂のため
集められた資料も所蔵。

　郷土資料の収集に努め利用者
の資料要求に応えてきた。
　収集資料は主に明治以後の資
料を取り扱い、収集・整理・保存
している。

　郷土資料の収集に努め、保存
し、利用者の要求に応えてい
る。

　郷土資料は222冊所蔵。一部、
埋蔵文化財（日本最古の刻書土
器等）も保存している。
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容 ８．現行のまま新市に引き継ぐ。

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況
調整の具体的内容

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町 美　杉　村

　現在郷土資料として別置して
いる資料のほとんどが市町村史
および美術館等の目録である。
　その所蔵数は約６００冊となっ
ている。

　平成９年の開館の新しい図書
館のため、郷土資料については
意欲的に資料収集しているが、
昭和３０年以降の合併後の行政
資料・図書が中心となっている。

　 現在は、郷土資料の収集・保
管については、白山町郷土資料
館において専門員を配置し、利
用者の資料請求に応えている。
　図書館開館後は、図書館にお
いても資料の収集・整理・保存を
行っていく予定。
　年々資料が増加する傾向にあ
る。

　美杉ふるさと資料館において、
埋蔵文化財をはじめ、郷土資料
の収集、整理、保存を行ってい
る。

・合併後は、各地域の実状に合わせて収集を行い、配架分類については、当分の間、
合併前の方法を継続するよう調整する。
・合併後、郷土資料収集委員会等は統一する。
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

関　係　項　目 分　   科　   会 図書分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 教育文化部会

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

視聴覚サ－ビス 　図書館法第三条（図書館奉
仕）の第一項、第六項に基づき
資料の収集整理、閲覧、貸出
（年間約２３，０００点）、上映
サービスを実施している。
　また、津市視聴覚ライブラリー
を併設し教育団体への機器及び
資料の貸出を行っている

　駅前図書館で図書館法第３条
（図書館奉仕）の第一項、第六
項に基づき資料の収集、閲覧、
貸出を実施している。

　館内利用のみ行っている。 　図書館法第三条（図書館奉
仕）の第一項、第六項に基づき
資料の収集整理、閲覧を実施し
ている。

　ビデオの貸し出し、図書室での
閲覧サービスを実施している。

　視聴覚資料については館内の
み利用としている。

書庫管理・廃棄 　現在、順次汚損､破損資料の
廃棄は行っている。
　また、年に１度特別整理期間
中に津市図書館資料除籍基準
に従い約８，０００冊ほど除籍を
行っているが、書庫は満杯に
なってきている。
　除籍資料については､会計規
則を変更し、市民にリサイクル出
来るようにしている。

　書庫については収蔵冊数１０
万冊であるが、書籍の廃棄には
資料保存の面で慎重を期する必
要があるため、積極的な廃棄は
実施していない。

　閉架書架がかなり狭く満杯の
状態であり、図書の除籍、廃棄
が課題となっている。

　現在雑誌の保存期間は、週刊
誌が1年・雑誌が３年で廃棄し、
年に1回リサイクルフェアを開催
し、再利用してもらっている。
　なお、郷土・子どもの雑誌は永
久保存している。書籍について
は、旅行書や白書など改訂版が
でる毎に随時廃棄している。
　しかし、現在書庫が収容冊数
に近づきつつあり、随時書籍に
ついても保存期間を検討し、（ま
だ保存期間は定めてない）廃棄
していく必要がある。

　現在雑誌の保存期間は、２年
でリサイクルフェアを実施してい
る。
　書架は満杯状態で閉架書庫も
ない。

　雑誌（児童雑誌以外）・新聞
（中日新聞、伊勢新聞以外）は１
年保存で廃棄となり、関連公共
施設での利用およびリサイクル
フェアで再利用している。図書に
ついてはほとんど廃棄していな
い。
　書庫の容積量も限界になりつ
つあり、書籍の管理について長
期的な計画が必要となってい
る。
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容
　９．新市に移行後も、当分の間現行のとおりとし、随時調整する。（合併後３年程度）
１０．新たに制度を制定する。（合併と同時）

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況
調整の具体的内容

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町 美　杉　村

　ＡＶ資料所蔵数は１,１４５本で
その大半がＶＨＳビデオテープと
なっている。
　館内視聴ブースが５席あるが
開館７年目を迎え、機器の老朽
化が進んでいる。

ー 　図書館開館後は、館内の利用
のみを行っていく予定。

ー ・資料収集については速やかに統一するよう調整する。

　平成１３年度に旧幼稚園の空
き教室を利用して念願の閉架書
庫が完成。約3,000冊の書籍が
収まっている。
　開架部分と離れているため利
用者から貸し出し希望があった
場合取り出しに時間がかかるの
が難点である。

　館内の閉架書庫にて管理して
いるが、後数年で満杯になる予
定である。その後の施設増設の
計画はない。
　現在、雑誌については保存年
数を決め、規定年数以上のもの
は、昨年度からリサイクルフェ
アーで住民の方に活用していた
だいている。

　図書館開館後、閉架書庫につ
いては、35,000冊を予定してい
る。廃棄については現在検討
中。

ー ・合併の際にどの館がどの資料を保存するか分担を決める。
・将来保存の為の施設拡張も検討する。
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

関　係　項　目 分　   科　   会 図書分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 教育文化部会

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町

図書館広報 　図書館の行事内容や連絡事
項を市広報に１ページ分載せて
おり、ホームページでも行事の
案内を行っている。
　年３回図書館だよりを発行して
いる。

　図書館の行事内容や連絡事
項を市広報に１ページ分載せて
いる。
　単独の「図書館だより」は発行
していない。

　ホームページ、町広報等で
行っている。

　現在、広報活動としては、町の
広報にお話会や休館日の案内、
新着図書案内の掲載、不定期に
図書館だよりを発行している。

　村広報、リーフレット等で行っ
ている。

　町広報で新刊案内等を行って
いる。他に図書館たより「本との
はなし」を低学年用（幼稚園、１
年、２年）、高学年用（小３年から
中３年）、一般用、生涯学習用の
４種類を月ごとに作成配布して
いる。また、１歳半検診、３歳児
検診では絵本の紹介チラシを配
布している。

図書館建設及び改
修計画等新規事業

－ － 　１５年度児童コーナー改修予
定。

ー ー ー

図書館情報システ
ム

システムでの業務内容
・図書の貸出、返却、予約、検
索、登録
・雑誌検索、登録
・利用者検索、登録
・ＡＶ資料貸出、返却、貸出予
約、視聴予約管理、利用統計、
資料登録、検索、
・蔵書点検、管理
・発注管理
・各種統計、督促処理、ベストリ
クエスト、ベストリーダー、情報
検索、データ退避、システム管
理、広報処理、除籍/移動処理
・地域情報システム、三重県図
書館総合目録データベースへの
情報提供、検索・相互貸借

システムでの業務内容
・図書の貸出、返却、予約、検
索、登録
・雑誌の登録、検索
・利用者の登録、検索
・蔵書点検、管理
・図書発注業務
・書誌ＣＤ－ＲＯＭ検索
・各種統計資料（蔵書利用状
況、日別利用統計書の各種利
用状況）
・督促処理
・不要・紛失本管理
・資料除籍処理
・データ退避
・駅前図書室と本館相互の資料
検索、搬送処理及び受付処理
・視聴覚資料の貸出、返却、予
約、検索、登録
・三重県図書館総合目録データ
ベースへの情報提供及び検索、
相互貸借業務

システムでの業務内容
・図書の貸出、返却、予約、検
索、登録
・雑誌検索、登録
・蔵書点検、管理
・発注管理、リクエスト管理
・各種統計、督促管理、ベスト
リーダー、情報検索、データ退
避、システム管理、広報処理、
除籍/移動処理
・三重県図書館総合目録データ
ベースへの情報提供、検索・相
互貸借

津市と同じ システムでの業務内容
・図書の貸出、返却、予約、検
索、登録
・雑誌検索、登録
・利用者検索、登録
・ＡＶ資料貸出、返却、貸出予
約、利用統計、資料登録、検
索、登録、ＣＤＲＯＭ検索
・蔵書点検、管理
・発注管理
・各種統計、ベストリーダー、
データ退避、システム管理、除
籍/移動処理
・三重県図書館総合目録データ
ベースへの情報提供、検索・相
互貸借

システムでの業務内容
・図書の貸出、返却、予約、検
索、登録
・雑誌検索、登録
・利用者検索、登録
・ＡＶ資料館内貸出
・蔵書点検、管理
・発注管理、リクエスト管理、継
続資料管理
・各種統計、ベストリクエスト、ベ
ストリーダー、情報検索、データ
退避、システム管理、除籍/移動
処理
・地域情報システム、三重県図
書館総合目録データベースへの
情報提供、検索・相互貸借
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容
１１．新たに制度を制定する。（合併と同時）
１２．新たに制度を制定する。（合併後１年程度）
１３．新市に移行後も、当分の間現行のとおりとし、随時調整する。（合併後３年程度）

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況
調整の具体的内容

香 良 洲 町 一　志　町 白　山　町 美　杉　村

　「広報からす」に月一回図書館
の行事・ベストリーダ等を掲載。
　夏休み、冬休みに児童向け「き
らめき図書館だより」を発行して
いる。

　毎月発行の「公報いちし」に図
書館だよりを掲載、又町営ケー
ブルテレビにて図書館だよりを
毎月放送し、図書館利用の啓発
を行っている。
　小学校の長期休み前にも生徒
に「図書館だより」の配布を実
施。

　図書館開館後は「図書館だよ
り」などを発行予定。

　図書館開館後は「図書館だよ
り」などを発行予定。

・合併後は，統一して広報活動を行う。リーフレットの作成等は個別に行って行くよう調
整する。

ー ー 　平成１５年４月に文化・教育施
設開設準備室が発足、（仮称）
白山町総合文化センター内に図
書館を併設するため、平成１６年
１１月会館に向け、現在準備中
である。

ー ・図書館建設については、白山町をもって終了する。
・今後の改修等については、整備方針などを新たに定めていく。

ｼｽﾃﾑでの業務内容
・図書の貸出、返却、予約、検
索、登録
・雑誌の貸出、返却、予約、検
索、登録
・ＡＶ資料の貸出、返却、予約、
検索、登録
・蔵書点検、管理
・各種統計　　（日報，月報，年
報）
・地域情報ｼｽﾃﾑ
三重県図書館総合目録
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽへの情報提供、検索、
相互貸借
・図書館流通ｾﾝﾀｰへの発注、
ﾏｰｸﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

システムでの業務内容
・図書の貸出、返却、予約、検
索、登録
・雑誌検索、登録
・利用者検索、登録
・利用統計、ＣＤ-ＲＯＭ検索
・蔵書点検、管理
・相互貸借資料管理
・発注管理、リクエスト管理、継
続資料管理
・各種統計、督促処理、ベスト
リーダー、情報検索、データ退
避、システム管理、広報処理、
除籍/移動処理
・三重県図書館総合目録データ
ベースへの情報提供、検索・相
互貸借

・システムでの業務内容
・図書の貸出、予約、返却、検
索、登録
・雑誌検索、登録
・利用者検索、登録
・利用統計、資料登録、検索
・ＡＶ資料の貸出、返却、予約、
視聴予約管理
・蔵書点検、管理
・発注管理、リクエスト管理、継
続資料管理
・各種統計、督促処理、ベストリ
クエスト、ベストリーダー、情報
検索、データ退避、システム管
理、広報処理、除籍／移動処理
・三重県図書館総合目録データ
ベースへの情報提供、検索・相
互貸借などを検討計画中

　現在なし。
　平成１６年度中に各図書館共
通の情報システムで歩調を合わ
せたい。

・合併時には各館ごとのシステムで対応するが、将来的にシステムを統合する方向で
調整する。
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

関　係　項　目 分　   科　   会 図書分科会

協　議　項　目 専　門　部　会 教育文化部会

津　　　　市 久　居　市 河　芸　町 芸　濃　町 美　里　村 安　濃　町
区　　　　　分

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

・導入時期　Ｈ１０年７月
・リース満了時期　Ｈ１５年７月
・機種　富士通　ＩＬＩＳ／Ｘ１０ＥＸ
クライアントサーバー方式

図書館情報システ
ムの更新

・導入時期　Ｈ１０年１１月
・リース満了時期　Ｈ１５年１０月
・機種　富士通　iliswingクライア
ントサーバー方式

・導入時期　Ｈ１０年３月
・リース満了時期　Ｈ１５年２月
・機種　富士通　ｉｌｉｓｗｉｎｇクライ
アントサーバー方式

・導入時期　Ｈ１４年４月
・リース満了時期　Ｈ１９年４月
・機種　富士通　ｉｌｉｓｗｉｎｇ２１クラ
イアントサーバー方式

・導入時期　Ｈ１３年６月
・リース満了時期　Ｈ１９年４月
・機種　富士通ｉｌｉｓｗｉｎｇ２１ＮＸク
ライアントサーバー方式

・導入時期　Ｈ１４年９月
・リース満了時期　買取
・機種　富士通ｉｌｉｓｗｉｎｇ２１NXク
ライアントサーバー方式
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様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

調　整　の　内　容 １４．新市に移行後も、当分の間現行のとおりとし、随時調整する。（合併後３年程度）

調整の具体的内容
一　志　町 白　山　町 美　杉　村

構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

・導入時期　Ｈ１１年９月
・リース満了時期　Ｈ１６年９月
・機種　富士通ＩＬＩＳ/X１０ＥＸクラ
イアントサーバー方式

香 良 洲 町

・合併時には各館ごとのシステムで対応するが、将来的には図書館間のネットワーク
網を整備する方向で調整する。

・導入時期　Ｈ１４年５月
・リース満了時期　Ｈ１９年５月
・機種　富士通iliｓwing２１ＮＸクラ
イアントサーバー方式

　インターネット環境整備につい
ては今年度に予約・リクエストの
受入、館内での新聞有料データ
ベース等の開放を計画中であ
る。

現在なし
・導入時期はＨ１６年４月
・リース満了時期は合併後シス
テム統合を行うことを考慮して契
約する。
・機種については現在検討中。

－
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